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「ある革命の遺跡」 （REMAINS OF A REVOLUTION）

ニール ・ コソン
（イングリッシュ ・ ヘリテージ元総裁）
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「明治日本の産業革命遺産」 その価値と次世代への継承 
 　　　　　　　　　　　　　　　　 ～世界文化遺産登録 10周年を迎えて～
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※プログラム開始時間が前後する場合がございます。
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登録 10 周年記念
特設サイト

「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」は 2015 年 7 月に世界文化遺産に登録され、

2025 年に 10 周年を迎えます。明治以降の日本の近代化において重要な役割を果たした産業遺産群であり、

19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけ、わずか 50 年余りの短期間で産業化を成し遂げた、

世界でも類を見ないプロセスを物語るものです。

全国 8県 11 市に点在する 23 の構成資産全体で

世界遺産の価値を有しています。

世界遺産 「明治日本の産業革命遺産」 とは

明治日本の産業革命遺産 その価値と次世代への継承 ～世界遺産登録10周年を迎えて～


